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脳の記憶のメカニズムについての理解を深めることができます。
「確率的生成モデル」とよばれる現代的な技術を身につけることができます。
人間と相性のよいコンピュータを開発することができます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

人工知能（AI）やクラウドコンピューティングの利用拡大により、情報通信
機器が扱うデータは膨大なものとなっています。情報通信機器の電気配
線を光配線に置き換えることができれば、データを高速に処理することが
できるようになります。
現在、これら大量のデータを処理するために、情報通信機器は膨大な電
力を消費しています。光配線は電気配線と比較して消費電力を大幅に
抑えられるため、この置き換えにより情報通信機器が消費するエネルギー
の大幅低減が期待されます。
光ファイバなどの光デバイスの仕組みを学ぶことができます。
AIなどを用いたデータ処理技術について学ぶことができます。
数値シミュレーションにより得られるデータから、その特性を理解するために
は、様々な視点でそのデータを観察する必要があります。研究の中で試
行錯誤を繰り返すことで、物事を多角的な視点で見る能力を養うことが
できます。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

LSIチップ内の信号伝送に光信号を用いたLSI高速化技術が着目さ
れています。チップ内に搭載する光信号処理回路はLSI内のトランジスタ
のサイズに合わせた微小なものが求められています。
ナノメートル（10−9m）サイズの光信号処理回路の特性を数値シミュレー
ションにより明らかにすることで、これらの小型化を目指しています。

機械学習などを用いて光回路デバイスの設計パラメータ最適化の効率
化を図っています。
高精度かつ高速なシミュレータの開発を行っています。

研究内容
小型光回路デバイスの高効率化

脳の中ではニューロン（神経細胞）が興奮しています。あるニューロンの興
奮が他のニューロンに影響を与え、その影響がさらに広がっていきます。
我々が持っているすべての記憶・知識は、ニューロンとニューロンをつないで
いる多数の結合に重ね書きされています。ある記憶の断片が与えられる
と、全体が芋づる式に想い起こせるようになっています。 

脳には、画像や音声・言語など、高次元データに潜む規則性を自動獲
得する能力が備わっています。隠れている構造を抽出する原理を研究し
ています。「自己組織的」というのは「ひとりでに」「勝手に」「自動的に」を意
味する専門用語です。

研究内容
記憶の書き込み・読み出し・整理の仕方

情報表現の自己組織的形成

設計パラメータ最適化手法の高効率化

数理モデルで脳の情報処理の原理を探る

高効率光デバイスの解析・設計

ひとこと
Look more. 「これだ」という瞬間を逃さないように。

情報通信プログラム 准教授
伊達　章

ひとこと
「経験に勝る知識なし」という言葉があります。まずは「やっ
てみる」ことが大事です。学生時代にしかできないことにたく
さんチャレンジして、様々なことを身につけましょう。

情報通信プログラム 准教授
中　良弘

出身:熊本県
趣味:モータースポーツ観戦
講義:電気回路、数値計算法など
専門:光エレクトロニクス、応用電磁波工学

出身:香川県高松市
講義:応用数学、最適化理論、機械学習
専門:計算論的神経科学、数理脳科学

図︓電気光学効果材料を用いた高効率小型光スイッチ

応用数学︓面白い問題を発見し、それを数式で定式化すること、かなり難しい

訓練画像

縦棒と横棒だけから構成されている世界↑   その規則性を自動的に抽出する方法↓

4次

5次

必要とされる高次の素子が追加されていく数理モデル

図︓誘電体―金属界面を伝搬する表面プラズモン
　   ポラリトンを利用した光を分配する回路素子
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